
マルチプルアラインメントと配列ロゴ



それぞれのカラム（縦）に対して

同じ残基が揃っているほど高く
バラバラな程低くなる

全体の高さは

カラム中のアミノ酸の存在比に
したがって、高さを分配する

同じ残基が揃う　＝
エントロピーが小さい

保存残基　高い
非保存残基　低い

重要な残基が高く大きく示される



Cytoglobin

Adenosine deaminase

重要な残基は保存され重要性の低い部分はいろいろな残基で置き換えられてゆく
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ブライスキャニオン　　アメリカ　ユタ州

長い年月をかけ、岩の固いところを残して、侵食された



変異しにくいところ　＝　機能に重要　＝　　固い

固くない部分はランダムな配列に置き換えられてゆく



Plastocyanin

[GA] - x(0,2) - [YSA] - x(0,1) - [VFY] - {SEDT} - C - x(1,2) - [PG] - x(0,1) - H - x(2,4) - [MQ]

PROSITE シグネチャーに対応する
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文字の大きい部分はー完全保存　＝



http://weblogo.berkeley.edu/

マルチプルアラインメントから
ロゴを作るサイト


